
枚方市議会定例会議案書

（令和８年９月定例月議会）

（追　加）
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報告第 1 8 号

専決事項の報告について

次のとおり地方自治法 (昭和2 2年法律第6 7号) 第18 0条第1項の規定によ り 専決処分を し

たので、同条第2項の規定により議会に報告する。

令和8年(2026年) 10月7日提出

枚方市長 伏見 隆

記

1. 専決事項 和解及び損害賠償の額を定める ことについて (3件)
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専決第5号

和解及び損害賠償の額を定めるこ とについて

地方 自治法 (昭和2 2年法律第6 7号) 第18 0条第1項の規定により和解及び損害賠償の額の決 

定について、次のとおり専決処分をする。

令和 8年(2026年) 9月29日 専決

枚方市長 伏見 隆

記

1. 和解及び賠償の相手方 枚方市在住者

2.事件の 内容 令和8年4月 2 2 日午前9時2 0 分 ごろ、本市環境部職員 が公用 

車 (小型ダンプ車 ・ 大阪4 00み9702) を運転 し、市道北中振 

9 号線を西から東へ走行中、北中振 1丁目1 番付近の丁字路を右折 

した際、同丁字路の横断歩道を東から西に走行していた枚方市在住 

者が運転する自転車と接触し、同氏が負傷した事故である。

3.賠 償 の 額 金 27, 130円

4.和 解 の 内 容

1 本市は相手方に対し人身傷害賠償金として金27, 1 30円の支払義務があることを認める。 

本市は相手方に対する同賠償金を相手方の指定する口座に支払う。

2 相手方は、本市から上記賠償金を受領したのち、今後、裁判上、裁判外を問わず何ら異議の 

申し立て、請求、提訴をしないことを誓約する。

-2-



専決第5号参考資料

現場付近図 〇

谷1丁目

"c「］

......J...マ*→""一～・="KLLてムr1丁
E躍

匚 出口1丁目

出口3丁目

北中振3丁目 ゴ

田

走谷2丁目

事故現場

北中振1丁目

LLL、L」y

-3-



専決第6号

和解及び損害賠償の額を定め ることについて

地方 自治法 (昭和2 2年法律第6 7号) 第18 0条第1項の規定により和解及び損害賠償の額の決 

定について、次のとおり専決処分をする。

令和 8年(2026年) 9月29日 専決

枚方市長伏見 隆

記

1. 和解及び賠償の相手方 枚方市在住者

2.事件の内容 令和8年4月 2 2 日午前9時2 0 分 ごろ、本市環境部職員が公用 

車 (小型ダンプ車・大阪4 00み9702) を運転 し、市道北中振 

9 号線を西から東へ走行中、北中振 1丁目1 番付近の丁字路を右折 

した際、同丁字路の横断歩道を東から西に走行していた枚方市在住 

者が運転する自転車と接触し、同車が損傷した事故である。

3.賠 償 の 額 金 21,4 4 2円

4.和 解 の 内 容

⑴ 本市は相手方に自己責任額金21, 4 4 2円を支払う。

2 今後本件に関しては双方共裁判上又は裁判外において一切異議、請求の申し立てをしないこ 

とを誓約する。
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専決第6号参考資料
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専決第7号

和解及び損害賠償の額を定め ること について

地方自治法 (昭和2 2年法律第6 7号) 第1 8 0条第1項の規定により和解及び損害賠償の額の決 

定について、次のとおり専決処分をする。

令和 8年(2026年) 9月29日 専決

枚方市長伏見 隆

記

1. 和解及び賠償の相手方 交野市在住者

2.事件の内容 令和 8年4月17日 午前 10時00分ごろ、本市都市整備部職員 

が公用車 (小型貨物車 ・大阪400せ3848) を運転 し、主要地 

方道枚方大和郡山線を西から東へ走行中、交野市幾野6丁目 35番 

4号付近の交差点を右折した際、同交差点に東から直進してきた交 

野市在住者が運転する原動機付自転車と接触し、同車が損傷した事 

故である。

3.賠 償 の 額 金 85,447円

4.和 解 の 内 容

⑴ 本市は相手方に自己責任額金8 5, 4 4 7円を支払い、相手方は本市に自己責任額 

金113, 49 8 円を支払う。

2 今後本件に関しては双方共裁判上又は裁判外において一切異議、請求の申し立てをしないこ 

とを誓約する。
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専決第7号参考資料
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議案第 47号

令和8年度大阪府枚方市一般会計補正予算 (第6号)

令和8年度大阪府枚方市一般会計補正予算 (第6号) は、次に定めるところによる。

(歳入歳出予算の補正)

第1条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 14,265千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入 

歳出それぞれ 180,930,100千円と定める。

2 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は 、 

「第1表 歳入歳出予算補正」によ る。

(債務負担行為の補正)

第2条 債務負担行為の変更は、 「第2表 債務負担行為補正」による。

令和8年 (2026年) 10月7日提出

枚方市長 伏 見 隆
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第 1 表 歳入歳出予算補正

歳 入 (単位: 千円)

款 項 補正前の額 補正額 計

19. 繰入金 9, 202,188 14, 265 9, 216, 453

(1) 基金繰入金 9, 062, 852 14,265 9, 077,117

歳入合計 180, 915, 835 14, 265 180, 930,100
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歳 出 (単位: 千円)

款 項 補正前の額 補正額 計7.土木費 18,403, 898 14, 265 18, 418,163

(2)道路橋梁費 2, 772, 611 14, 265 2, 786, 876

歳出合計 180, 915, 835 14, 265 180, 930,100
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(単位:千円)
第2表 債務負担行為補正

事 項

補 正 前 補 正 後

期 間 限度額 期 間 限度額

自家用有償旅客運送委託 - - 令和8年度から 
令和10年度まで

172,386

合 計
(5,100, 0 00)

6, 878, 366

X

(5,100, 000)

7, 050, 752

( )書は、金融機関等に対する債務保証
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凡 例

歳出の概要説明欄のうち、事務経費等の内訳については下記のとおり略している。

報償費 .. ・報 旅 費…… 旅 交際費・ ....交 消耗品費• ....消

燃料費 ... ・燃 食糧 費••… 食 印刷製本費 ....印 光熱水費• ...光

修 繕 料 .. 修 賄材料 費…… 賄 飼料費•• ....飼 医薬材料費• ....医

通信運搬費 ……通 広告料 ……広

火災保険料、自動車損害保険料、その他保険料•

手数料

....保

....手 筆耕翻訳料 - ....年

委託料... 委 使用料及び賃借料 ・・・・ 使 工事請負費 ……工 原材料費 • ....原

備品購入費 ... .備 負担 金…… 負 補助金 補 扶助費• ...扶

賠 償 金 ...

投資及び出資金 ……投

/ g.
1負 近

公課

金……

費 ..

償

.公

還付加算金 ... ・還加 還付金
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歳入歳出補正予算事項別明細書
歳 入

款 項 目 補正前の額 補正額 計
節

区 分 金 額

(款)19.繰 入 金 9, 202, 188 14, 265 9,216,453

(項)(1)基金繰入金 9, 062, 852 14, 265 9, 077,117

1. 基金繰入金 9, 062, 852 14, 265 9, 077,117 1.基金繰入金 14, 265

歳入合計 180, 915, 835 14, 265 180, 930,100
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細 節

区 分 金 額

23.財政調整基金繰入 
金

14, 265

(単位 : 千円)

概 要 説 明

1. 財政調整基金繰入金 14, 265
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歳 出

款 項 目 補正前の額 補正額 計

補正額の財源内訳

特定財源
一般財源

国府支出金 地方債 その他

(款)7.土木費 18, 403, 898 14, 265 18, 418,163 — 一 一 14, 265

(項)(2)道路橋梁費 2, 772, 611 14, 265 2, 786, 876 一 一 14, 2654. 交通対策費 448,060 14, 265 462,325 14, 265

歳出合計 180, 915, 835 14, 265 180, 930,100 - 14, 265
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(単位: 千円)

節 細 節

区 分 区 分

金 額 金 額

12.委 託 料

14, 265

1.委 託料

14, 265

概 要 説 明

1. 公共交通利用促進事業経費

(1) 自家用有償旅客運送等事業費

委 14, 265

14, 265

14,265
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債務負担行為で翌年度以降にわたるも 

又は支出額の見込み及び当該年度以降

事業名 限度額

前年度末までの支出(見込)額

期間 

年度
金 額

自 家用有償旅客運送委託

L上 --へ ...... 
神止明 一 一 一

補正額 172,386 一

補正後 172,386 一 一

合 計

補正前 81,049,283 27,967,934
補正額 172,386
補正後 81,221,669 27,967,934
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(単位:千円)

のについての前年度末までの支出額

の支出予定額等に関する調書

当該年度以降の支出予定額 左 の 財 源 内 訳

期間 

年度
金 額

特 定 財 源
一般財源

国庫支出金 府支出金 地方債 その他

一 一 一 一 一 一 一

172,386 37,595 一 一 59,600 75,191
9～10 172,386 37,595 一 一 59,600 75,191

53,081,349 3,822,728 1,315,292 7,609,970 2,246,788 38,086,571
172,386 37,595 一 一 59,600 75,191

53,253,735 3,860,323 1,315,292 7,609,970 2,306,388 38,161,762
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議案第4 7号参考資料

性質別経費内訳

(単位 : 千円)

款 人件費 物件費 維持補修費 投資的経費 その他 合 計

(1)議会費 - -

(2)総務費 - - -

(3)民生費 - - -

(4)衛生費 - - -

⑸農林水産業費 - - -

(6)商工費 - - -

(7土木費 - 14, 265 - 14, 265

(8)消防費 - - - - - -

(9)教育費 - - -

(10)公債費 - - -

(11)諸支出金 - - - -

(12)予備費 - - -

合 計 14, 265 - - 14, 265

現計予算の内訳 24, 609 , 8 3 2 30, 442, 206 1,307, 350 3, 357, 648 121, 198, 799 180, 915, 835

総 計 24, 609, 832 30, 456, 471 1,307, 350 3, 357, 648 121, 198, 799 180, 930,100

総計の構成比 
( % )

13. 6 16. 8 0. 7 1.9 67. 0 100. 0
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議案第 48 号

枚方市 自 家用 有償旅客運送 自 動 車条例 の制定について

次のとおり枚方市自家用有償旅客運送自動車条例を制定するにつき、地方自治法 (昭和22年法律 

第67号) 第96条第1項第1号の規定により議会の議決を求める。

令和 8 年 (2026年) 10月7 日 提出

枚方市長 伏 見 隆

提案理由 枚方市 自 家用有償旅客運送 自 動車を設置するため。
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枚方市条例第 号

枚方市 自 家用 有償旅客運送自 動車条例

(設置)

第1条 市民の生活に必要な交通手段の確保を図ることにより、地域の活性化を促進するため、枚 

方市自家用有償旅客運送自動車を設置する。

(事業)

第2条 枚方市自家用有償旅客運送自動車は、道路運送法 (昭和26年法律第183号。以下「法」と 

いう。) 第78条第2号に規定する自家用有償旅客運送を行う。

(路線)

第3条 枚方市自家用有償旅客運送自動車を運行する路線は、次のとおりとする。

1 樟葉駅と楠葉面取町を結ぶ路線

2 樟葉駅と北片鋒町を結ぶ路線

⑶ 樟葉駅と養父元町を結ぶ路線

2 前項に規定する路線の運行経路及び乗降場所は、本市の区域内において行われていた法第3条 

第1号イに規定する一般乗合旅客自動車運送事業 (以下「一般乗合旅客自動車運送事業」とい 

う。) に係る路線を考慮し規則で定める。

(運行 日 等)

第4条 枚方市自家用有償旅客運送自動車の運行日は、1月1日から12月31日までとし、運行時間 

は、午前 7 時から午後 9 時までの間において規則で定める。

2 市長は、天災その他やむを得ない事由により枚方市自家用有償旅客運送自動車の運行に支障が 

あると認めるときは、運行時間を変更し、又は運行を休止することができる。

3 前 2 項に定めるもののほか、枚方市自家用有償旅客運送自動車の運行に必要な事項は、規則で 

定める。

(使用の許可)

第5条 枚方市自家用有償旅客運送自動車を使用しようとする者は、規則で定めるところにより、 

あらかじめ市長の許可を受けなければならない。

(使用の許可の基準)

第6条 市長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、枚方市自家用有償旅客運送自動車の使用 

を許可しないものとする。

⑴ 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると認めると き。

2 枚方市自家用有償旅客運送自動車の車両又は停留所を損傷するおそれがあると認めるとき。

⑶ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律 (平成3年法律第77号) 第 2 条第 2 号に規 

定する暴力団の利益にな り、又はその利益になるおそれがあると認めると き。

⑷ 管理運営上支障があると認めると き。

⑸ 前各号に掲げる場合のほか、市長が不適当と認めるとき。
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(使用料の納付)

第7条 枚方市自家用有償旅客運送自動車の使用の許可を受けた者 (以下「使用者」という。) 

は、使用料を納付しなければならない。

2 前項の使用料の額は、1回の使用につき、大人 (12歳以上の者 (小児 (小学校就学の始期から 

12歳に達する日以後の最初の3月31日までの間にある者をいう。以下同じ。) を除く。) をい 

う。以下同じ。) にあっては、270円とし、小児及び幼児 (1歳から小学校就学の始期に達する 

までの間にある者をいう。以下同じ。)にあっては、140円とする。

3 前項の規定にかかわらず、次の各号に該当する者の使用料の額は、無料とする。

⑴ 第 3 条第 1 項に規定する路線に近接して運行される一般乗合旅客自動車運送事業に係る路線 

を運行する者が発行する乗車券 (これに相当するものを含む。) であって第 1 条の 目的に資す 

るものと して規則で定めるものを提示する者

2 大人又は小児が同伴する幼児 (大人1人又は小児1人につき2人までに限る。>

4 使用料は、枚方市 自 家用有償旅客運送 自 動車の使用 を終了するま で に納付 しなければな ら な 

い。

(使用料の還付)

第8条 既納の使用料は、還付しない。ただし、市長は、規則で定める特別の理由があると認める 

ときは、その全部又は一部を還付することができる。

(使用料の減免)

第9条 市長は、規則で定める特別の理由があると認めるときは、使用料を減額し、 又は免除する 

ことができる。

(使用の許可の取消し等)

第10条 市長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、枚方市自家用有償旅客運送自動車の使用 

の許可を取 り 消 し、又は使用 の停止を命 じること ができ る。

⑴ 使用者が偽りその他不正な手段により、使用の許可を受けたとき。

⑵ 使用者がこの条例、この条例に基づく規則又は使用の許可に係る条件に違反したとき。

⑶ 第6条各号のいずれかに該当すること となったとき。

⑷ 災害その他緊急やむを得ない理由により、市長が特に必要がある と認めたとき。

2 市は、前項の規定による使用の許可の取消し又は使用の停止の措置が行われた場合において 、 

使用者に損害が生ずることがあっても、その賠償の責めを負わない。ただし、市の責めに帰すべ 

き特別の事由があると認められる場合は、この限りでない。

(損害賠償)

第11条 枚方市自家用有償旅客運送自動車の車両又は停留所に損害を生じさせた者は、市長の指示 

に従い、これを原形に復し、又はその損害を賠償しなければならない。

(委任)

第12条 この条例に定める もののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

附則
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この条例は、令和9年4月 1 日から施行する
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